
去
る
６
月
１
日
、
東
京
・
千
代
田
区
平
河
町
の
砂
防

会
館
に
お
い
て
、
全
漁
連
・
漁
業
基
本
対
策
推
進
本
部

主
催
に
よ
る

｢

水
産
基
本
政
策
確
立
全
国
漁
協
組
合
長

緊
急
集
会｣

が
開
催
さ
れ
た
。

集
会
に
は
、
全
国
か
ら
１
、
０
０
０
人
の
漁
協
組
合

長･

漁
業
関
係
者
が
参
加
し
た
。本
県
か
ら
32
人
が
参
加
。

集
会
で
は
、
植
村
全
漁
連
会
長
が
主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
を
行
い
、
こ
の
集
会
は
来
年
制
定
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
ま
た
21
世
紀
の
漁
業
漁
村
の
道
標
と
な
る
こ

と
を
期
待
さ
れ
る
水
産
基
本
法
が
、
真
に
漁
業
・
漁
村

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
政
策
と
な
る
よ
う
強
く
政
府
・

国
会
に
求
め
る
と
と
も
に
、
自
ら
も
経
営
の
合
理
化
、

漁
協
合
併
、
自
主
自
立
を
目
指
す
漁
協
の
構
築
と
、
漁

業
・
漁
村
の
も
つ
多
面
な
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
強
力
な
漁
業
協
同
組
合
を
つ
く
る
決
意
を
示
す
大

会
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
水
産
政
治
力
の
結
集
の
旗

を
掲
げ
前
進
し
て
い
こ
う｣

と
挨
拶
を
し
た
。
続
い
て
、

濱
野
勝
男
・
北
海
道
島
牧
漁
協
組
合
長
が

｢

水
産
基
本

政
策
の
確
立｣

、
中
村
喜
代
美
・
新
潟
県
漁
婦
連
会
長

が

｢

漁
村
環
境
整
備
の
促
進｣

、
太
田
義
友
・
山
口
県

豊
北
町
漁
協
組
合
長
が

｢

漁
協
合
併
再
編
促
進
の
緊
急

政
策
確
立｣

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
意
見
表
明
・
決
議

が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
満
場
の
拍
手
で
採
択
さ
れ
た
。

ま
た
、
自
民
党
を
代
表
し
て
亀
井
静
香
政
調
会
長
が
、

｢

日
韓
・
日
中
の
新
漁
業
協
定
が
発
効
し
、
新
た
な
２

０
０
海
里
時
代
を
迎
え
た
。
こ
の
協
定
締
結
に
自
民
党

は
全
力
を
尽
く
し
て
き
た
が
、
今
後
と
も
操
業
秩
序
や

資
源
管
理
な
ど
で
何
か
問
題
が
あ
れ
ば
自
民
党
水
産
部

会
に
直
接
言
っ
て
き
て
ほ
し
い
。

党
が
全
面
的
に
責
任
を
も
つ
と
と
も
に
、
政
府
と
の

連
携
も
密
に
し
て
対
処
す
る
。
漁
村
活
性
化
の
大
き
な

テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
集
落
環
境
整
備
事
業
も
必
ず
実

行
し
て
み
せ
る｣

と
政
党
所
信
表
明
を
行
っ
た
。

集
会
終
了
後
、本
県
参
加
者
は
本
県
選
出
自
民
党
国

会
議
員
へ
決
議
内
容
の
実
現
に
向
け
て
活
動
を
展
開
し
た
。
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